
一

（
内
閣
委
員
会
）

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
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等
に
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す
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補
償
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等
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
案
（
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（
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出
）
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本
法
律
案
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
全
部
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
国
会
及
び
政
府
は
、
令
和
六
年
七
月
三
日
の
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
特
定
疾
病
等
に
係
る
方
々

を
差
別
し
、
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
を
強
制
し
て
き
た
こ
と
に
関
し
、
日
本
国
憲
法
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
第
一
項
に

違
反
す
る
規
定
に
係
る
立
法
行
為
を
行
い
及
び
こ
れ
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、
優
生
上
の
見
地
か
ら
の
誤
っ
た
目
的
に
係
る

施
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
深
刻
に
そ
の
責
任
を
認
め
、
心
か
ら
深
く
謝
罪
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
々
が

特
定
疾
病
等
を
理
由
に
人
工
妊
娠
中
絶
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
心
か
ら
深
く
謝
罪
す
る
。

二
、
国
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
し
て
千
五
百
万
円
、
特
定
配
偶
者
に
対
し
て
五
百
万
円

の
補
償
金
を
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す
る
。

三
、
国
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と



二

い
う
。
）
に
お
い
て
生
存
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
三
百
二
十
万
円
の
優
生
手
術
等
一
時
金
を
支
給
す
る
。

四
、
国
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
人
工
妊
娠
中
絶
等
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
に
お
い
て
生
存
し
て
い
る
も
の
に

対
し
て
二
百
万
円
の
人
工
妊
娠
中
絶
一
時
金
を
支
給
す
る
。

五
、
補
償
金
、
優
生
手
術
等
一
時
金
及
び
人
工
妊
娠
中
絶
一
時
金
の
支
給
の
請
求
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し

た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

六
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
補
償
金
、
優
生
手
術
等
一
時
金
及
び
人
工
妊
娠
中
絶
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
等
か
ら

請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
一
定
の
場
合
を
除
き
、
旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等
認
定
審
査
会
の
審
査
の
結
果
に
基
づ
き
認
定
を

行
う
も
の
と
す
る
。

七
、
国
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
及
び
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
人
工
妊
娠
中
絶
等
に
関
す
る
調
査
そ
の
他

の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
当
該
措
置
の
成
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
が
行
わ
れ
た
原
因
及
び
再
発
防
止
の
た
め
に
講
ず
べ

き
措
置
に
つ
い
て
の
検
証
及
び
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

八
、
こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

九
、
五
の
請
求
の
期
限
に
つ
い
て
は
、
支
給
の
請
求
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。


